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こんなことが決まりましたこんなことが決まりました
第4回定例会
（11月30日～12月16日）

令和4年第4回定例会は17日間の会期で開催され、
補正予算、条例改正などを審議しました。TV 傍聴者 24人

◆◆◆　補正予算　◆◆◆

令和4年度一般会計の主な補正
○総務費　　2億2,935万円
　・ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生推進事業費
　・ 知事道議会議員選挙費 など
○民生費　　2,026万2千円
　・ 総合保健福祉センター管理運営費
　・ 低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業費
　  など
○衛生費　　3億6,566万円
　・ 新型コロナウイルス感染症予防接種事業費
　・ ごみ処理事業費 など
○農林水産業費　　2,304万8千円
　・ 経営所得安定対策推進事業費 など
○商工費　　152万円
　・ あいろーどパーク管理運営事業費 など
○土木費　　6,166万円
　・ 公営住宅改修事業費 など

○消防費　　15万円
　・ 防災対策事業費
○教育費　　1億3,744万円
　・ 小学校管理運営費
　・ 義務教育学校施設整備事業費 など
○職員費　　2,649万7千円
　・ 職員給与費

令和4年度国民健康保険事業特別会計の主な補正
○総務費　　91万円
　・ 一般管理事務職員人件費 など

令和4年度水道事業会計の主な補正
○水道事業費用　　1,300万円
　・ 浄配水場等電気料金

◆◆◆　条例の制定及び一部改正　◆◆◆
○石狩市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例案

○石狩市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例案
○石狩市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
　　令和4年8月の人事院勧告及び特別職の国家公務員の
給与改定などを踏まえ、市議会議員、市長等の特別職、一般
職の職員の給与を改定するものです。

　　このうち市議会議員、市長等の特別職について、それぞれ
期末手当の支給割合を12月期に「100分の5」月引き上げ、
来年度以降は支給割合を6月期と12月期で平準化するた
め、所要の改正を行うものです。また、一般職の職員及び再
任用職員の給料表を令和4年4月1日にさかのぼり改定し、給
料月額を平均0.3％引き上げ、また、勤勉手当の12月期の支
給割合を一般職の職員は「100分の10」月、再任用職員は
「100分の5」月引き上げ、令和5年度以降は支給割合を6月
期と12月期で平準化するなど、所要の改正を行うものです。

○石狩市個人情報の保護に関する法律施行条例案
　　個人情報の保護に関する法律の改正に鑑み、個人情報の
開示決定等の期限及び開示請求に係る手数料、その他必要
な事項を定めるものです。
○石狩市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例案
　　「行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律」において地方公共団体が個人番号の
独自利用等を行う場合は条例で定めることとされているた

め、所要の改正を行うものです。主な内容は、生活に困窮す
る外国人に対する生活保護の措置に関する事務について必
要な事項を定めるものです。

○石狩市証明等手数料条例の一部を改正する条例案
　　マイナンバーカードを利用したコンビニエンスストア等での
証明書発行手数料を改定するほか、「建築物エネルギー消
費性能基準等を定める省令」等の一部改正に伴い、所要の
改正を行うものです。主な内容として、マイナンバーカードの
普及促進のためコンビニエンスストア等で住民票などを取得
する場合の発行手数料を令和5年1月1日～令和6年3月31
日に1件または1通100円に減額するほか、「低炭素建築物新
築等計画」「建築物エネルギー消費性能向上計画」で認定
申請の単位が変更されたため、所要の改正を行うものです。
○石狩市奨学金支給条例の一部を改正する条例案
　　奨学金の支給対象を、不登校などの学生及び生徒並びに
生活保護世帯へ拡大するため、所要の改正を行うものです。

○石狩市議会の保有する個人情報の保護に関する条例案
　　令和3年5月19日、「デジタル社会形成整備法」の公布に
より、「個人情報保護法」「行政機関個人情報保護法」「独
立行政法人等個人情報保護法」が「個人情報保護法」に統
合され、地方公共団体の個人情報保護制度に全国的共通
ルールが規定されましたが、地方議会は共通ルールの対象外
とされているため、新たに条例を制定するものです。
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会派の態度が分かれたもの
●令和4年度補正予算
●条 例 の 制 定
●条例の一部改正

●そ　　の　　他
●令和3年度決算認定

●陳　　情　　書

・石狩市一般会計補正予算（第6号）（第7号）
・石狩市個人情報の保護に関する法律施行条例案
・石狩市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案
・石狩市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例案
・石狩市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例案
・石狩市証明等手数料条例の一部を改正する条例案
・人権擁護委員推薦について意見を求める件（伊藤 美由紀氏）
・石狩市一般会計歳入歳出決算認定の件
・石狩市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件
・石狩市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の件
・石狩市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件
・医療機関・介護事業所および障害福祉事業所における物価高騰への財政措置を求める陳情書

石政 改革 公明 共産 採決結果無

◆◆◆　第４回定例会　議決結果　◆◆◆

◆◆◆　第２回臨時会　議決結果　◆◆◆

全会一致で決まったこと
・石狩市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）
・石狩市水道事業会計補正予算（第1号）
・石狩市議会の保有する個人情報の保護に関する条例案
・石狩市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
・石狩市奨学金支給条例の一部を改正する条例案
・石狩市浜益区農漁業従事者専用住宅に係る指定管理者の指定の件
・人権擁護委員推薦について意見を求める件（伊藤 育子氏）
・市道路線変更の件
・石狩市教育委員会委員任命について同意を求める件（鈴木 里美氏）
・石狩市国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定の件
・石狩市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定の件
・石狩市個別排水処理施設整備事業特別会計歳入歳出決算認定の件
・石狩市水道事業会計決算認定の件
・石狩市公共下水道事業会計決算認定の件
・安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書（案）
・女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書（案）
・介護保険制度見直しに関する意見書（案）

●令和4年度補正予算

●条 例 の 制 定
●条例の一部改正

●そ　　の　　他

●令和3年度決算認定

●意　　見　　書

第2回臨時会
（12月28日）

令和4年第2回臨時会は12月28日に開催され、
補正予算を審議しました。TV 傍聴者 なし

令和4年度一般会計の主な補正
○総務費　　3,800万円
　・ 戸籍住民登録費

○ ○ ○ ○ 可決×

○ ○ ○ ○ 可決×
○ ○ ○ ○ 可決×

会派の態度が分かれたもの
●令和4年度補正予算 ・石狩市一般会計補正予算（第8号）

石政 改革 公明 共産 採決結果無
○ ○ ○ × 可決×

（石政：石政会所属議員6人 改革：改革市民会議所属議員6人 公明：公明党所属議員3人 共産：日本共産党所属議員3人※採決時1人欠席 無：無所属議員1人）

（石政：石政会所属議員6人 改革：改革市民会議所属議員6人 公明：公明党所属議員3人 共産：日本共産党所属議員3人※採決時1人欠席 無：無所属議員1人）

○ ○ ○ ○ 適任×

○ ○ ○ ○ 可決×
○ ○ ○ ○ 可決×

○ ○ ○ × 可決×
○ ○ ○ × 可決×

× × × ○ 不採択○

○ ○ ○ × 可決×

○ ○ ○ × 可決×
○ ○ ○ × 可決×

◆◆◆　補正予算　◆◆◆
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
9
価
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

接
種
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
時
に
適
切
に
対
応

　
　
①
令
和
4
年
度
の
接
種
者

数
は
10
月
末
現
在
で
対
象
者

①
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
定
期
接
種
対
象
者

へ
の
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
が
、接
種
者
数
、接
種
後
の
健

康
被
害
、自
費
接
種
者
へ
の
費
用
償

還
払
い
に
つ
い
て
本
市
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。 

②
厚
生
労
働
省
は
9
価
ワ
ク
チ
ン

を
定
期
接
種
と
す
る
方
針
を
決
め

て
お
り
、対
象
者
が
正
し
く
判
断
で

き
る
よ
う
市
は
有
効
性
と
リ
ス
ク

の
情
報
発
信
を
自
治
体
の
責
務
と

し
て
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
す

が
、考
え
を
伺
い
ま
す
。

1
3
9
7
人
の
う
ち
小
学
6
年

生
か
ら
高
校
1
年
生
ま
で
計
40

人
で
、キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
対

象
者
1
8
3
3
人
の
う
ち
65
人
で

す
。こ
れ
ま
で
接
種
後
の
健
康
被

害
に
つ
い
て
医
療
機
関
か
ら
市
へ

の
報
告
や
本
人
か
ら
体
調
不
良
の

申
し
出
を
受
け
た
事
例
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
た
、積
極
的
勧
奨
の
差
し

控
え
期
間
に
自
費
で
接
種
を
受
け

た
方
は
接
種
費
用
の
払
い
戻
し
が

で
き
る
旨
を
個
別
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、今
の
と
こ
ろ
申
請
は

受
け
て
い
ま
せ
ん
。 

②
接
種
対
象
者
に
は
令
和
5
年

4
月
か
ら
新
た
に
9
価
ワ
ク
チ
ン

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
個
別
通
知
の
際
に
案
内
し
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
保
健
福
祉
部
）

学
校
等
で
の
て
ん
か
ん
治
療
薬
の
投
与
に
つ
い
て

　
　
①
ブ
コ
ラ
ム
の
投
与
は
令
和

4
年
7
月
の
国
の
通
知
を
受
け
、

関
係
部
局
か
ら
対
象
施
設
へ
メ
ー

ル
で
周
知
を
行
って
い
ま
す
。 

②
現
在
、市
立
学
校
で
は
医
師
か

ら
ブ
コ
ラ
ム
投
与
が
必
要
と
言
わ

れ
て
い
る
児
童
生
徒
は
い
な
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
、対
象
者

が
出
て
き
た
と
き
は
保
護
者
と
連

絡
を
密
に
行
っ
て
児
童
の
身
体
状

態
を
情
報
共
有
し
、学
校
薬
剤
師

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
生
涯
学
習
部
）

答 ①
文
部
科
学
省
か
ら
児
童
生
徒
が

て
ん
か
ん
発
作
を
起
こ
し
た
場
合
、

教
職
員
ら
が
迅
速
に
鎮
静
さ
せ
る

た
め
の
ロ
腔
用
液
ブ
コ
ラ
ム
を
投
与

で
き
る
事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ
ま
し

た
が
、市
内
の
学
校
等
に
ど
の
よ
う

に
伝
達
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。 

②
ブ
コ
ラ
ム
投
与
に
は
医
師
の
書
面

指
示
や
保
護
者
と
の
連
携
、職
員
研

修
な
ど
学
校
等
に
適
切
な
体
制
の

整
備
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

補
聴
器
購
入
の
助
成
に
つ
い
て

財
源
や
国
の
動
向
を
注
視
し
検
討

　
　
①
加
齢
性
難
聴
は
必
要
な

方
が
補
聴
器
を
付
け
聞
こ
え
が
良

く
な
る
こ
と
で
社
会
参
加
の
促
進

な
ど
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

②
補
聴
器
の
助
成
は
、
私
は
本

来
個
々
の
自
治
体
の
対
応
と
い
う

よ
り
は
国
で
持
続
的
に
手
当
て
さ

れ
、
年
代
や
介
護
度
の
制
限
が
な

い
制
度
設
計
で
あ
る
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。
全
国
市
長
会
で
継
続

要
望
し
て
い
ま
す
が
、
財
源
等
や

国
の
動
き
も
注
視
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
長
）

答 ①
補
聴
器
は
早
い
段
階
で
の
使
用

に
よ
り
高
齢
者
の
聞
こ
え
の
維
持

や
生
活
改
善
、認
知
症
予
防
も
期
待

で
き
ま
す
が
、補
聴
器
の
重
要
性
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

②
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
財
源

を
確
保
し
補
聴
器
購
入
費
を
助
成

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
が
、

本
市
で
も
尽
力
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
考
え
を
伺
い
ま
す
。

▲厚生労働省 
　HPVワクチンに関する
　リーフレット
https://www.mhlw.go.jp/
content/10900000/
000901219.pdf

一般質問
12月6日

公明党

遠藤 典子
えん  どう 　 のり　 こ

録画映像配信 ▶

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
　
　
　
　
　
　

適
切
な
対
応
に
努
め
る

答
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中
学
校
の
部
活
動
の
民
営
化
に
つ
い
て

課
題
等
を
検
討
し
地
域
移
行
を
進
め
る

　 

①
今
回
の
地
域
移
行
の
背
景

に
は
教
員
の
働
き
方
改
革
だ
け
で

な
く
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
い
う

要
素
が
あ
り
、今
後
は
指
導
者
の

確
保
や
受
け
皿
、競
技
種
目
な
ど

に
影
響
し
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
た
め
、部
活
動
を
従
前
の
形

で
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

②
市
は
庁
内
部
局
や
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
、課
題
に
つ
い
て

丁
寧
に
検
討
し
地
域
や
保
護
者
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く
中
で
、子
ど

も
た
ち
が
継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
芸
術
を
親
し
む
機
会
が
確

保
で
き
る
よ
う
段
階
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
部
）

答 ①
政
府
は
教
職
員
の
負
担
軽
減
な

ど
を
理
由
に
令
和
5
年
度
か
ら
学

校
で
の
部
活
動
を
や
め
さ
せ
民
間
団

体
等
の
運
営
に
よ
る
形
態
移
行
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、ど
の
生
徒
も

自
発
的
に
平
等
に
参
加
で
き
る
学
校

の
部
活
動
に
は
多
く
の
意
義
が
あ
る

た
め
、学
校
教
育
の 一 

環
と
し
て
行

わ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

②
今
の
格
差
社
会
で
塾
や
習
い
事
に

も
や
れ
な
い
家
庭
が
少
な
く
な
い

中
、部
活
ま
で
民
間
に
な
る
と
親
へ

の
負
担
も
増
大
し
ま
す
。現
在
の
教

員
の
勤
務
実
態
を
見
直
し
教
員
を

増
員
す
る
こ
と
な
ど
含
め
保
護
者

や
子
ど
も
の
意
見
を
十
分
に
聞
い
て

検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

今
後
も
保
護
者
負
担
を
お
願
い
す
る

　 

①
本
市
は
第
2
回
定
例
会
で

予
算
措
置
を
行
い
、臨
時
交
付
金

を
財
源
と
す
る
補
正
額
1
2
5
0

万
円
を
食
材
費
の
不
足
分
を
補
う

た
め
に
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、負
担
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、

保
護
者
の
皆
様
に
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

②
学
校
給
食
は
経

済
的
な
理
由
で
給
食
費
の
納
付
が

困
難
な
世
帯
に
は
生
活
保
護
制
度

や
就
学
援
助
制
度
の
適
用
に
よ
り

保
護
者
負
担
が
な
い
仕
組
み
と

な
って
お
り
、給
食
費
が
未
納
の
場

合
で
も
児
童
生
徒
に
は
給
食
を
提

供
し
て
い
ま
す
。（
生
涯
学
習
部
）

答 ①
国
は
物
価
高
騰
に
よ
る
学
校
給
食
費

の
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
も
可
能
と

し
、8
割
を
超
え
る
自
治
体
が
実
施
か

実
施
予
定
と
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

全
国
の
進
展
状
況
を
踏
ま
え
、本
市
で

も
給
食
費
の
無
償
化
や
軽
減
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。 

②
国
連
の
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
は
生

活
水
準
の
確
保
に
つ
い
て
親
の
力
だ
け

で
子
ど
も
の
暮
ら
し
が
守
れ
な
い
と
き

は
国
も
協
力
す
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、

今
や
相
対
的
貧
困
が
7
人
に
1
人
に
及

び
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
の
中
で

給
食
費
に
も
こ
の
条
文
に
即
し
た
対
応

を
求
め
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

高
齢
者
の
福
祉
利
用
割
引
券
に
つ
い
て

増
額
は
今
後
慎
重
な
議
論
等
を
要
す
る

　 

①
福
祉
利
用
割
引
券
は
施
行

し
た
平
成
20
年
度
か
ら
対
象
者
が

増
加
し
、70
歳
以
上
の
高
齢
化
率

も
14
・
4
％
か
ら
26
・
9
％
に
伸
び

て
お
り
、今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、本
事

業
が
外
出
機
会
の
促
進
に
寄
与
し

て
経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
こ
と
や
、高
齢
者
の
生
活
が
物

価
上
昇
で
厳
し
い
現
状
を
十
分
理

解
し
て
い
ま
す
が
、少
子
高
齢
化

社
会
の
進
展
に
伴
い
高
齢
者
福
祉

施
策
は
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

に
介
護
予
防
な
ど
の
充
実
に
配
分

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

増
額
は
今
後
慎
重
な
議
論
を
要
す

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

②
署
名
等
を
い
た
だ
い
た
市
民
の

思
い
を
受
け
止
め
な
が
ら
も
、増
額

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
部
）

答 ①
現
行
の
高
齢
者
福
祉
利
用
割
引
券
は

平
成
20
年
度
に
2
千
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
ま
ま
で
す
が
、高
齢
者
へ
の
交
通
費

支
援
は
金
銭
的
な
助
成
に
と
ど
ま
ら

ず
、公
共
交
通
対
策
や
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
と
健
康
維
持
、地
域
内
の

経
済
活
動
や
環
境
問
題
、高
齢
者
自
動

車
運
転
免
許
証
の
返
納
促
進
な
ど
多
様

な
政
策
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
、福

祉
利
用
割
引
券
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を

求
め
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。 

②
10
月
に
福
祉
利
用
割
引
券
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
市
民
の
会
が
1
2
3
7
筆

の
署
名
を
持
っ
て
市
と
交
渉
し
、来
年
度

以
降
に
検
討
し
た
い
と
回
答
し
て
い
ま
す

が
、具
体
的
な
実
施
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

一般質問
12月6日

日本共産党

三崎 伸子
み　さき 　のぶ　こ

録画映像配信 ▶

そ
の
他
の
質
問

●
ご
み
袋
の
無
料
配
布
と
値
下

げ
、外
国
人
住
居
者
へ
の
指

導
に
つ
い
て



6

本
市
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

有
効
な
実
証
運
行
と
な
る
よ
う
取
り
進
め
る

　
　
①
通
勤
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
は
10
社
の
企
業
が
参
加
し
、

10
月
3
日
〜
11
月
30
日
の
利
用

者
は
延
べ
2
2
6
人
で
す
。さ

ら
な
る
利
用
促
進
の
た
め
、現
在

6
社
の
企
業
と
利
用
申
し
込
み
に

向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
企
画
経
済
部
）

②
市
内
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、予

約
に
応
じ
て
移
動
す
る
交
通
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、ま
ず
は
路
線
バ
ス
が

廃
止
さ
れ
た
生
振
地
区
か
ら
着
手

し
ま
し
た
が
、今
後
は
実
証
運
行

の
参
加
企
業
や
利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

将
来
に
向
け
移
動
し
や
す
い
社
会

環
境
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
長
）

答

そ
の
他
の
質
問

●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

●
住
宅
需
要
に
対
す
る
宅
地

の
確
保
に
つ
い
て

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
促
進
に
つ
い
て

●
小
中
一
貫
校
教
育
制
度
に
つ
い
て

●
市
内
小
中
学
校
の
改
築
改

修
計
画
に
つ
い
て

●
石
狩
小
学
校
跡
地
の
避
難

所
と
避
難
場
所
に
つ
い
て

●
親
船
地
区
の
砂
利
採
取
に
つ
い
て

●
旧
公
民
館
跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

①
市
外
麻
生
駅
と
手
稲
駅
か
ら
市

内
住
宅
エ
リ
ア
を
経
由
し
て
石
狩

湾
新
港
を
結
ぶ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

の
実
証
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

何
社
の
企
業
が
参
加
し
、何
名
程
度

の
通
勤
利
用
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。 

②
実
証
運
行
は
令
和
5
年
3
月
ま

で
で
、そ
の
後
は
検
証
し
た
上
で
本

市
の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
が
、公
共
交
通

空
白
地
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に

補
完
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
度
に
導
入
さ
れ
た
新

学
習
指
導
要
領
で
は
、社
会
の
変
化

に
対
応
し
、生
き
抜
く
た
め
に
必
要

な
資
質
と
能
力
を
備
え
た
子
ど
も

た
ち
を
育
む
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、主

体
的・対
話
的
な
学
習
ス
タ
イ
ル
の

ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
が
取
り

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
手
法
に
よ

る
教
育
現
場
の
変
貌
と
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
現
状
に
つ
い
て

授
業
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

　
　
7
月
に
行
わ
れ
た
浜
益
小
学

校
や
11
月
の
緑
苑
台
小
学
校
で
の

研
究
発
表
会
で
は
、課
題
に
対
し
学

び
を
深
め
て
い
く
児
童
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
の

視
点
か
ら
の
授
業
改
善
が
多
く
の

答

授
業
改
善
が
進
む
よ
う
促
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。（
生
涯
学
習
部
）

教
室
で
進
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。教
師
が
主
体
で
児
童
生

徒
が
受
け
身
の
授
業
も
依
然
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、市
教
委
で
は
校
長

会
な
ど
を
通
し
て
市
内
校
で
の
好
事

例
の
普
及
や
研
修
会
等
の
開
催
で

①
自
然
災
害
が
頻
発
し
、消
防
団
の

役
割
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
加
し
多

様
化
す
る
中
で
、担
い
手
が
全
国
的

に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、本
市
の
現

在
の
消
防
団
員
数
と
定
員
に
対
す
る

割
合
を
伺
い
ま
す
。 

②
市
は
団
員
確

保
の
必
要
性
と
確
保
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

若
年
層
の
加
入
促
進
を
計
画
中

　
　
①
令
和
4
年
11
月
末
現
在
、

石
狩
消
防
団
の
団
員
数
は
2
5
5

人
で
定
員
2
8
5
人
に
対
し
充
足

率
は
89
％
で
す
。 

②
消
防
団
は
地

域
密
着
性
、要
員
動
員
力
、即
時

対
応
力
の
特
性
を
持
ち
、地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
に
欠
か
せ
な
い

存
在
で
す
。こ
れ
ま
で
も
防
災
イ
ベ

ン
ト
等
で
の
入
団
者
募
集
チ
ラ
シ

の
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
加
入

促
進
を
図
って
お
り
、今
後
は
新
た

に
学
生
消
防
団
員
活
動
認
証
制
度

を
導
入
し
、若
年
層
に
対
す
る
消

防
団
員
の
加
入
促
進
を
計
画
し
て

い
る
と
伺
って
い
ま
す
。（
総
務
部
）

一般質問
12月6日

石政会

山田 敏人
やま　 だ 　　とし　ひと

録画映像配信 ▶▲オンデマンド交通いつモ

答
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一般質問
12月6日

改革市民会議

上村 賢
かみ  むら 　さとし

録画映像配信 ▶

循
環
型
社
会
の
推
進
と
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
を

市
民
、事
業
者
、行
政
が
一
体
的
積
極
的
に
取
り
組
む

　
　
①
市
は
第
3
次
石
狩
市
環

境
基
本
計
画
で
資
源
を
有
効
に

活
用
し
環
境
に
優
し
い
循
環
型
社

会
が
実
現
し
て
い
る
ま
ち
を
5
本

柱
の
1
つ
に
定
め
ま
し
た
。現
在

ま
だ
解
決
で
き
て
い
な
い
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、市
民
、事

業
者
、行
政
の
三
者
が
共
に
歩
み

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

（
市
長
）

②
当
該
施
設
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
最
適
化
診
断
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
正
式
な
結
果
は
令

和
5
年
1
月
に
示
さ
れ
ま
す
が
、

11
月
実
施
の
現
地
評
価
で
は
費

用
を
要
し
な
い
運
転
方
法
の
変
更

に
よ
る
省
エ
ネ
化
な
ど
幾
つ
か
の

提
案
が
な
さ
れ
た
た
め
、そ
れ
ら

を
検
証
し
可
能
な
所
か
ら
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
環
境
市
民
部
）

答

そ
の
他
の
質
問

●
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
の
推
進
と

ご
み
の
再
資
源
化
に
つ
い
て

●
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

●
公
用
車
等
へ
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
と
事
故

対
策
に
つ
い
て

●
女
性
消
防
吏
員
に
つ
い
て

●
外
国
人
技
能
実
習
生
と
多

文
化
共
生
に
つ
い
て

①
大
量
廃
棄
型
か
ら
循
環
型
社
会

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、本

市
は
こ
れ
ま
で
市
民
と
4
Ｒ
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、よ
り一層
の
推

進
に
向
け
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。 

②
第
2
回
定
例
会
で
札
幌
市
と
の

広
域
処
理
に
つ
い
て
令
和
14
年
度

の
可
燃
ご
み
の
受
け
入
れ
態
勢
に

向
け
て
取
り
進
め
ら
れ
る
考
え
が

示
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
先
10
年
間
、

北
石
狩
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
現
シ
ス

テ
ム
を
維
持
し
燃
焼
を
続
け
る
と

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
は
進
ま

な
い
た
め
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
民
間
学
習
塾
の
設
置
が
難
し
い

過
疎
地
域
で
は
自
治
体
が
公
設
塾

を
設
置
す
る
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
お
り
、足
寄
町
で
は
入
学
者
数
や

地
元
進
学
率
の
増
加
な
ど
地
域
の

持
続
可
能
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。本
市
で
も
厚
田
と
浜
益

両
区
に
は
教
育
機
会
の
保
障
か
ら

必
要
な
取
り
組
み
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

公
設
学
習
塾
設
置
の
考
え
方
に
つ
い
て

地
域
連
携
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
を
図
る

　
　
両
区
で
は
学
校
と
地
域
が
連

携
協
働
し
て
教
育
環
境
の
充
実
に

向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。ま
た
、1

答

合
わ
せ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
生
涯
学
習
部
）

人
1
台
端
末
の
実
現
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
活
用
が
急
速
に
進
ん
だ
状
況

な
ど
も
踏
ま
え
る
と
、現
時
点
で

公
設
学
習
塾
設
置
の
考
え
は
持
ち

①
昨
冬
の
経
験
を
生
か
し
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
た

め
に
今
冬
は
ど
の
よ
う
な
改
善
を

行
い
、除
雪
作
業
を
行
う
の
か
伺
い

ま
す
。 

②
昨
冬
は
大
雪
が
降
っ
た
後
、生
活

道
路
の
道
幅
が
な
く
な
り
自
宅
か

ら
車
の
出
し
入
れ
が
で
き
な
い
こ

と
や
多
く
の
車
両
が
埋
ま
る
危
険

な
状
況
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま

し
た
が
、こ
の
原
因
と
今
年
の
対
策

を
伺
い
ま
す
。

今
冬
の
除
排
雪
事
業
に
つ
い
て

大
雪
の
判
断
基
準
を
設
け
対
応

答

た
際
に
大
雪
除
排
雪
体
制
の
移
行

を
検
討
し
、体
制
へ
シ
フ
ト
し
た
と

き
は
各
対
策
を
実
施
す
る
も
の
と

な
って
い
ま
す
。 

②
昨
シ
ー
ズ
ン
は
雪
の
堆
積
ス

ペ
ー
ス
が
な
か
っ
た
た
め
路
面
整
正

が
で
き
ず
車
両
が
ス
タ
ッ
ク
す
る

状
況
と
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。回

避
策
と
し
て
幹
線
道
路
の
早
期
排

雪
、準
幹
線
道
路
は
雪
堆
積
場
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
、生
活
道
路

は
公
園
へ
の
雪
入
れ
な
ど
で
圧
雪

路
面
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

（
建
設
水
道
部
）

　
　
①
今
シ
ー
ズ
ン
は

短
期
と
長
期
に
分
け
た

大
雪
の
判
断
基
準
を

設
け
、基
準
を
満
た
し

▲大雪時の主な対策を掲載した
　石狩市の「冬のくらしガイド」
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一般質問
12月7日

公明党

阿部 裕美子
あ　  べ　　  ゆ　  み　  こ

録画映像配信 ▶

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
を

国
の
実
施
要
領
に
基
づ
き
適
正
に
対
応

　
　
①
接
種
の
案
内
は
毎
年
5

月
に
対
象
者
に
は
が
き
で
の
通
知

と
市
広
報
で
年
2
回
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、肺
炎
球
菌
感
染
症

は
予
防
接
種
法
の
Ｂ
類
疾
病
に
指

定
さ
れ
、厚
生
労
働
省
の
要
領
で

定
期
接
種
は
積
極
的
な
接
種
勧

奨
と
な
ら
な
い
よ
う
特
に
留
意
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。②
国
は

こ
れ
ま
で
未
接
種
者
へ
の
機
会
提

供
の
た
め
65
歳
か
ら
1
0
0
歳
ま

で
を
接
種
対
象
者
と
す
る
特
例
措

置
を
令
和
元
年
度
以
降
も
5
年

間
に
わ
た
り
設
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、市
で
は
現
時
点
で
接
種
機
会

を
逃
し
た
方
に
公
費
助
成
を
行
う

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、再
接

種
は
国
の
分
科
会
等
で
引
き
続
き

検
討
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

定
期
接
種
と
し
て
は
位
置
付
け
な

い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、市
は

任
意
と
な
る
2
回
目
の
接
種
に
助

成
を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
保
健
福
祉
部
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
に
助
成
を

定
期
接
種
化
を
検
討
中
の
国
の
動
向
を
注
視

　
帯
状
疱
疹
は
皮
膚
の
症
状
が

消
え
て
も
強
い
痛
み
が
残
り
、長

期
の
治
療
が
必
要
と
な
る
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。つ
ら
い
発

症
者
の
削
減
と
重
症
化
予
防
の

た
め
に
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成

を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
国
は
本
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
化
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、市

は
現
時
点
で
助
成
を
行
う
考
え
は

持
って
い
ま
せ
ん
。定
期
化
さ
れ
た

際
は
、高
齢
者
の
自
己
負
担
の
低

減
策
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
ま
す
。（
保
健
福
祉
部
）

答

そ
の
他
の
質
問

●
年
金
講
座
等
の
開
催
で
市

民
に
情
報
提
供
の
場
を

●
町
内
会
等
が
取
り
組
む
交

通
安
全
対
策
に
助
成
を

●
学
校
ト
イ
レ
の
さ
ら
な
る

整
備
を

●
市
民
文
化
会
館
と
音
楽

ホ
ー
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て

答

①
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
推
進

に
は
周
知
を
徹
底
し
、定
期
接
種
対

象
者
へ
個
別
通
知
の
ほ
か
に
再
通
知

を
す
る
こ
と
が
有
効
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。②
こ
の
ワ
ク
チ
ン

は
生
涯
に
一
度
だ
け
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
が
、対
象
年
齢
の
接
種
を
逃

し
た
方
へ
救
済
措
置
を
図
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。ま
た
、日
本
感
染
症

学
会
は
5
年
経
過
後
と
い
う
期
間
を

守
れ
ば
2
回
目
接
種
も
初
回
と
同
等

の
効
果
が
あ
る
と
発
表
し
て
い
ま
す

が
、2
回
目
接
種
に
対
し
費
用
助
成

を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
文
字
情
報
の
処
理
や
習
得
に
困

難
を
示
す
発
達
性
読
み
書
き
障
が

い
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
は
、知
的
発
達

に
は
問
題
が
な
い
た
め
見
過
ご
さ

れ
や
す
く
当
事
者
は
違
和
感
を
感

じ
な
が
ら
苦
痛
の
期
間
が
長
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。本
市
で
の
早
期
発

見
に
向
け
た
対
策
を
伺
い
ま
す
。 

②
対
象
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
は

保
護
者
と
の
連
携
や
必
要
に
応
じ

て
医
療
機
関
へ
つ
な
げ
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
、市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
。 

③
板
書
が
困
難
な
際
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
す
る
な
ど
、特
別
な

対
応
に
は
周
囲
の
子
ど
も
と
保
護

者
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
が

重
要
で
す
が
、考
え
を
伺
い
ま
す
。

発
達
性
読
み
書
き
障
が
い
に
つ
い
て

学
校
等
と
連
携
し
状
況
把
握
に
努
め
る

　
　
①
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
判
定

す
る
方
法
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、簡
易
的
な
検
査
方
法
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、学
習

習
得
の
困
難
な
状
況
が
生
じ
た
際

に
は
そ
の
活
用
を
含
め
、学
校
と

答

て
い
ま
せ
ん
。

③
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
に
該
当
す
る
か

否
か
に
か
か
わ
ら
ず
障
が
い
の
あ

る
児
童
生
徒
に
は
学
校
生
活
で
必

要
な
配
慮
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、周
り
の
児
童
生
徒
や

先
生
の
協
力
が
必
要
な
場
合
に
は

本
人
や
保
護
者
の
意
向
に
も
沿
っ

て
理
解
を
求
め
る
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
部
）

連
携
し
な
が
ら
状
況
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。

②
市
教
委
や
学
校
が
デ
ィ
ス
レ
ク

シ
ア
に
焦
点
を
当
て
て
保
護
者
と

の
連
携
や
医
療
機
関
へ
の
接
続
を

取
って
い
る
例
は
こ
れ
ま
で
承
知
し

板書に
タブレット端末を活用
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子
ど
も
の
均
等
割
軽
減・国
保
税
の
引
き
下
げ
を

全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
へ
要
望
を
継
続

　
　
国
保
会
計
は
令
和
2
年
度
の

ピ
ー
ク
時
に
7
5
3
0
万
円
だった

激
変
緩
和
措
置
が
最
終
の
令
和
5

年
度
に
は
3
9
7
万
円
と
な
り
、前

期
高
齢
者
納
付
金
精
算
分
も
同
時

に
終
了
し
、次
年
度
予
算
も
納
付

金
額
の
仮
算
定
ベ
ー
ス
で
国
保
税

収
入
が
必
要
額
を
6
0
0
万
円
ほ

ど
下
回
り
ま
し
た
。今
後
も
続
く
被

保
険
者
数
の
減
少
に
伴
う
税
収
減

少
か
ら
も
決
し
て
楽
観
で
き
る
状

況
に
な
く
、直
ち
に
国
保
税
の
引
き

下
げ
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
た
子

ど
も
の
均
等
割
の
5
割
軽
減
は
国

が
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制

度
の
構
築
と
い
う
大
き
な
枠
組
み

の
一
つ
と
し
て
国
費
を
投
じ
実
施

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
、全
国
市
長
会
で
は
制
度
の

拡
充
を
重
点
提
言
に
盛
り
込
み
国

へ
要
望
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、本

市
も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。（
保
健
福
祉
部
）

風
力
発
電
事
業
者
の
国
土
利
用
計
画
法
違
反
に
つ
い
て

届
け
出
の
有
無
の
み
で
開
発
の
内
容
は
推
量
で
き
な
い

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
は
延
期
か
中
止
を

北
海
道
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
検
討
を
要
請

　
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始
さ

れ
る
と
消
費
税
課
税
事
業
者
は

免
税
事
業
者
か
ら
行
っ
た
仕
入
れ

に
係
る
消
費
税
は
仕
入
れ
税
額
の

控
除
を
受
け
ら
れ
ず
税
負
担
が
増

え
る
こ
と
や
、個
人
事
業
主
等
が

コ
ロ
ナ
禍
で
長
期
間
に
わ
た
り
深

刻
な
影
響
を
受
け
て
お
り
事
業
継

続
や
雇
用
維
持
に
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、制
度
の
導
入

時
期
は
慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
北

海
道
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
要
請

を
行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
企
画
経
済
部
）

答

そ
の
他
の
質
問

●
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と
異
常
な

物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を

守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
令
和
元
年
か
ら
4
年
11
月

末
現
在
、厚
田
区
聚
富
・
望
来
地

区
で
風
力
発
電
設
備
の
設
置
を
目

的
と
し
た
届
け
出
が
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
す
。所
管
行
政
庁
で
あ

る
道
は
何
ら
か
の
理
由
で
期
日
を

経
過
し
た
事
案
や
届
け
出
さ
れ
て

答 答

　
国
保
事
業
広
域
化
以
降
、国
保
税

の
2
度
の
引
き
上
げ
や
激
変
緩
和
と

前
期
高
齢
者
納
付
金
精
算
分
の
計
上

に
よ
り
決
算
は
連
続
黒
字
と
な
り
、今

年
度
の
執
行
状
況
か
ら
累
積
赤
字
の

解
消
も
予
想
さ
れ
、基
金
も
約
3
億

積
み
上
が
っ
て
い
る
な
ど
会
計
の
健

全
化
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。前
期

高
齢
者
納
付
金
の
精
算
分
も
１
億
３

千
万
円
未
計
上
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
捉

え
れ
ば
、元
々
税
の
外
に
あ
る
子
ど
も

の
均
等
割
軽
減
範
囲
を
大
幅
に
拡
大

し
、国
保
税
の
引
き
下
げ
は
十
分
に
可

能
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　
本
年
10
月
よ
り
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。取
引
先

か
ら
求
め
ら
れ
る
書
類
発
行
の
事

務
作
業
は
事
業
規
模
か
ら
容
易
で

は
な
く
、イ
ン
ボ
イ
ス
が
発
行
で
き

な
け
れ
ば
取
引
停
止
と
な
り
廃
業

へ
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
た
め
、小
規
模
な
小
売
店
や
農
漁

業
者
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
や
団
体
で

は
日
本
商
工
会
議
所
等
か
ら
延
期

や
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

国
に
実
施
延
期
か
当
面
中
止
を
求

め
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
市
内
各
所
で
風
力
発
電
開
発
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、厚
田

区
聚
富・望
来
地
区
で
計
画
さ
れ
て

い
る
事
業
は
1
万
㎡
を
超
え
る
用

地
買
収
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、国
土
利
用
計
画
法

に
よ
る
届
け
出
が
い
ま
だ
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、当
該
法
違
反
と
考
え
ま

す
。こ
の
よ
う
な
開
発
は
権
利
の
移

転
や
転
売
な
ど
世
に
言
う
乱
開
発

そ
の
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

市
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い

る
か
、ま
た
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

い
な
い
事
案
に
は
、道
が
定
め
る
事

務
処
理
要
領
に
基
づ
き
把
握
調
査

や
事
業
者
へ
の
照
会
等
を
行
っ
た

上
で
適
法
に
届
け
出
の
あ
っ
た
も

の
と
同
様
に
審
査
し
必
要
な
措
置

を
行
って
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い

る
た
め
、国
土
利
用
計
画
法
の
届

け
出
の
有
無
の
み
で
開
発
の
内
容

を
推
し
量
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

（
副
市
長
）

　
ま
た
、環
境
影
響
評
価
法
に
基

づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き
の
対

象
と
な
る
出
力
規
模
の
発
電
事
業

に
お
い
て
、市
は
北
海
道
知
事
の
求

め
に
応
じ
て
環
境
保
全
の
見
地
か

ら
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、同
法
の
規
定
に
基
づ
い

た
対
応
を
取
って
い
ま
す
。

（
環
境
市
民
部
）

一般質問
12月7日

日本共産党

蜂谷 三雄
はち　や 　　みつ　お

録画映像配信 ▶
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一般質問
12月7日

石政会

伊藤 一治
 い　 とう 　 かず  はる

録画映像配信 ▶

第
2
期
事
業
が
水
道
料
金
に
及
ぼ
す
影
響
は

現
時
点
で
は
現
行
水
準
を
維
持
で
き
る
と
算
定

　
　

①
第
2
期
事
業
の
主
な
内

容
は
当
別
浄
水
場
の
拡
張
と
札

幌
分
水
点
ま
で
の
送
水
管
、約
10

㎞
の
布
設
で
、令
和
4
年
度
分
の

工
事
終
了
段
階
で
の
進
捗
率
は
、

事
業
費
ベ
ー
ス
で
浄
水
施
設
が
約

28
％
、送
水
施
設
が
約
49
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
②
送
水
管
に
使

用
す
る
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
等
の

資
材
単
価
は
上
昇
し
て
お
り
工
事

価
格
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す

が
、企
業
団
か
ら
今
年
度
示
さ
れ

た
令
和
6
年
度
ま
で
の
年
次
計
画

で
は
既
に
事
業
費
に
物
価
上
昇
分

が
見
込
ま
れ
て
お
り
影
響
は
な
い

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
③
本
市
の
水

道
料
金
は
企
業
団
か
ら
の
供
給
単

価
が
算
定
ベ
ー
ス
と
な
り
ま
す
が
、

平
成
31
年
に
企
業
団
が
策
定
し

た
経
営
戦
略
で
は
第
2
期
事
業

終
了
後
の
単
価
も
示
さ
れ
て
お
り
、

現
時
点
で
は
現
行
の
水
準
を
維
持

で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
建
設
水
道
部
）

答

そ
の
他
の
質
問

●
障
が
い
者
に
よ
り
優
し
い

社
会
の
実
現
に
つ
い
て

●
北
石
狩
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
つ
い
て

●
ア
ー
バ
ン
デ
ィ
ア
対
策
に
つ

い
て

●
石
狩
警
察
署
の
設
置
に
つ

い
て

●
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

91
農
業
に
つ
い
て

①
石
狩
西
部
広
域
水
道
企
業
団
は

令
和
7
年
度
か
ら
札
幌
市
へ
水
道

水
を
供
給
す
る
た
め
の
第
2
期
創

設
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、そ

の
内
容
と
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。 

②
現
在
、深
刻
な
原
油
や
物
価
の
高

騰
が
続
い
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
が

工
事
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。 

③
水
道
事
業
は
市
民
の
暮
ら
し
に

直
結
す
る
大
事
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

た
め
、工
事
の
影
響
が
水
道
代
に
反

映
さ
れ
な
い
よ
う
な
試
算
は
企
業

団
で
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
市
長
は
就
任
以
来
、今
な
お
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
の

状
況
下
で
も
ホ
テ
ル
や
物
流
セ
ン

タ
ー
の
開
業
、小
児
科
誘
致
に
脱
炭

素
先
行
地
域
の
選
定
な
ど
着
実
に

市
政
運
営
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

高
い
目
標
に
向
か
う
か
ら
こ
そ
未

達
と
考
え
て
い
る
施
策
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。そ
こ
で
2
期
目
立
起
の

決
意
と
抱
負
を
伺
い
ま
す
。

市
長
の
2
期
目
立
起
の
決
意
と
抱
負
に
つ
い
て

こ
の
ま
ち
の
輝
き
を
も
っ
と
前
へ
推
進
し
た
い

　
　

現
在
、私
は
愚
直
に
政
策
を

推
進
す
る
こ
と
に
傾
注
し
、2
期

目
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
明
確
に

す
る
こ
と
は
避
け
適
切
な
時
期
に

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
って

答

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
幅

広
な
施
策
の
継
続
が
本
市
の
力
に

変
わ
り
、こ
の
ま
ち
の
輝
き
を
も
っ

と
前
に
、と
の
思
い
を
持
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。（
市
長
）

　
平
成
18
年
に
厚
田・浜
益
両
区
の

商
工
会
が
統
合
し
発
足
し
た
石
狩

北
商
工
会
は
会
員
数
の
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。令
和
3
年
度
に
は
配

置
助
成
の
条
件
を
失
っ
て
事
務
局

長
の
不
在
や
職
員
確
保
に
も
苦
労

す
る
事
態
と
な
り
、地
域
活
動
や
業

務
な
ど
に
も
影
響
が
及
ん
で
い
ま

す
が
、市
は
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
ま
す
か
。ま
た
、同
商

工
会
に
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

石
狩
北
商
工
会
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

三
者
検
討
等
を
踏
ま
え
方
向
性
を
見
出
す

　
　
石
狩
北
商
工
会
で
は
今
後
の

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
令
和
3

年
に
委
員
会
を
設
置
し
内
部
で
の

検
討
を
行
って
い
る
と
伺
って
い
ま

す
が
、こ
の
検
討
と
並
行
し
て
厚

田
・
浜
益
両
区
に
お
け
る
商
工
業

者
の
経
営
支
援
や
地
域
振
興
な
ど

に
つ
い
て
現
在
、市
と
石
狩
商
工
会

議
所
と
の
三
者
で
検
討
を
行
っ
て

お
り
、市
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
検
討

を
踏
ま
え
、一
定
の
方
向
性
を
見
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
企
画
経
済
部
）

し
ん
ち
ょ
く

し
ん
ち
ょ
く

▲石狩北商工会のホームページ

答
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一般質問

金谷 聡

12月7日

かな　や 　 さとし

改革市民会議

録画映像配信 ▶

い
し
か
り
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

申
請
手
続
き
の
幅
広
い
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
検
討

　
　

町
内
会
活
動
に
係
る
諸
手

続
き
は
現
在
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、今

後
は
町
内
会
を
担
当
す
る
部
局

と
連
携
し
て
申
請
の
必
要
性
や
事

務
の
負
担
に
つ
い
て
把
握
す
る
と

と
も
に
、利
便
性
の
向
上
を
図
る

視
点
か
ら
、各
手
続
き
を
担
当
す

る
部
局
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
務
部
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

困
り
事
を
把
握
す
る
機
会
を
工
夫

　
　
市
は
令
和
2
年
度
か
ら
ひ
と

り
親
に
年
2
回
、合
計
20
㎏
の
お

米
を
支
給
し
、そ
の
際
に
は
ス
マ
ホ

等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
って
い
ま
す

が
、今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に

困
り
事
を
把
握
で
き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
き
ま
す
。（
市
長
）

　
食
材
等
の
支
援
物
資
は
既
に
市

内
企
業
や
農
家
か
ら
提
供
さ
れ
子

ど
も
食
堂
等
で
活
用
さ
れ
る
一
方

で
、供
給
量
と
需
要
が
マッ
チ
せ
ず

受
け
入
れ
を
断
ら
ざ
る
を
得
な
い

場
合
も
あ
り
、支
援
物
資
供
給
の

広
い
呼
び
掛
け
は
課
題
等
を
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。（
保
健
福
祉
部
）

答

●
公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に

つ
い
て

●
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
指
定
寄
附
に

つ
い
て

●
厚
田
に
関
す
る
博
物
資
料

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

答　
町
内
会
役
員
の
な
り
手
不
足
の

理
由
の
一
つ
に
活
動
に
係
る
諸
手

続
き
の
煩
雑
さ
と
市
役
所
窓
口
に

出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
間

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、現
在
推
進

中
の
い
し
か
り
Ｄ
Ｘ
で
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
の
選
択
肢
を
さ
ら
に
拡
大

し
町
内
会
の
手
続
き
も
対
応
で
き

る
よ
う
整
備
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

そ
の
他
の
質
問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を

教
職
員
研
修
を
実
施
し
指
導
力
の
向
上
に
努
め
る

　
　

現
在
、本
市
で
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
各
学
校
が
電

子
黒
板
や
協
働
学
習
ツ
ー

ル
と
連
動
さ
せ
て
意
見
交
換

や
社
会
科
見
学
の
レ
ポ
ー
ト

作
成
、行
事
等
の
ま
と
め
発

表
な
ど
授
業
で
日
常
的
に
活

用
し
て
お
り
、端
末
を
家
庭

に
持
ち
帰
る
際
に
は
、Ａ
Ｉ

ド
リ
ル
の
学
習
に
利
用
す
る

な
ど
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
ま

す
が
、市
教
委
で
は
引
き
続
き
教

職
員
対
象
の
研
修
を
実
施
し
、市

内
の
優
れ
た
事
例
を
他
校
に
普
及

さ
せ
て
い
く
な
ど
指
導
力
の
向
上

に
努
め
、子
ど
も
た
ち
の
情
報
活

用
能
力
の
さ
ら
な
る
育
成
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
）

　
先
日
、2
0
2
0
日
本
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
ア
ワ
ー
ド
で
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
、学
校
情
報
化
先
進
地
域

や
優
良
校
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る

福
岡
県
田
川
市
を
会
派
視
察
し
て

き
ま
し
た
が
、電
子
フ
ァ
イ
ル
を
用

い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

能
力
の
育
成
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。本
市

で
も
昨
年
、小
中
学
校
の
全
児
童
生

徒
に
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

が
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、情
報
活
用

能
力
の
育
成
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
貧
困
の
連
鎖
か
ら
救

う
に
は
保
護
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も

重
要
で
、大
阪
府
門
真
市
で
は
支
援

物
資
を
希
望
し
た
家
庭
に
簡
単
な

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を
前
提
に

市
職
員
が
食
料
品
を
直
接
届
け
、

困
り
事
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、こ
う
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。ま

た
、社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
支
援

物
資
の
供
給
を
民
間
企
業
に
呼
び

掛
け
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

▲タブレット端末を使用した家庭学習

答
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
の
権
利
保
障
に
つ
い
て

子
ど
も
が
主
体
的
に
参
画
で
き
る
機
会
を
検
討

　
　
①
子
ど
も
議
会
な
ど
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
見

合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、ふ
れ
あ
い

の
杜
子
ど
も
館
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
子
ど
も
た
ち
が
思
い
思
い
の

表
現
で
参
画
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍

で
も
子
ど
も
が
主
体
的
に
意
見
表

明
で
き
る
機
会
や
方
法
等
を
探
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
部
）

②
市
教
委
で
は
10
月
に
マ
ス
ク
着

用
の
考
え
方
を
小
中
学
校
の
全

保
護
者
に
周
知
し
、マ
ス
ク
着
用

が
で
き
な
い
児
童
生
徒
に
対
し
い

じ
め
や
差
別
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
各
家
庭
で
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

③
突
発
的
に
厳
し
い
環
境
に
置
か

れ
た
場
合
、つ
ら
さ
を
癒
や
す
手

法
に
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と

し
て
日
常
生
活
を
取
り
戻
そ
う
と

し
て
い
る
中
で
機
会
の
必
要
性
や

実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
各
校
で

の
意
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

ま
ず
は
こ
の
手
法
の
趣
旨
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
部
）

④
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
検
討
は

令
和
5
年
4
月
設
置
の
こ
ど
も

家
庭
庁
や
こ
ど
も
基
本
法
の
施
行

な
ど
国
と
連
動
し
な
が
ら
準
備
を

進
め
、子
ど
も
や
地
域
の
意
見
が

反
映
で
き
る
取
り
組
み
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
部
）

答 ①
3
年
間
聴
け
て
い
な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
子
ど
も
の
思
い
を
し
っ
か
り
聴

い
て
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

子
ど
も
議
会
な
ど
を
早
急
に
開
催

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。 

②
文
部
科
学
省
が
示
す
マ
ス
ク
基

準
は
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
着
脱

を
強
制
し
な
い
こ
と
が
大
前
提
で

す
が
、実
際
は
か
ら
か
い
等
の
対
象

と
な
る
こ
と
も
あ
り
、子
ど
も
自
ら

が
マ
ス
ク
を
外
し
た
い
と
言
い
出

せ
る
環
境
に
す
る
に
は
市
が
具
体

的
な
対
応
を
学
校
に
指
示
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。 

③
感
染
予
防
の
た
め
に
我
慢
を
続

け
る
子
ど
も
た
ち
の
感
情
や
発
言

が
否
定
さ
れ
な
い
小
グ
ル
ー
プ
内

で
聞
き
合
う
取
り
組
み
を
学
校
等

で
実
施
検
討
で
き
ま
せ
ん
か
。 

④
子
ど
も
の
権
利
が
後
回
し
に
さ

れ
る
今
こ
そ
、本
市
の
子
ど
も
権
利

条
例
の
制
定
に
向
け
て
ど
う
取
り

組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

市
民
要
望
を
聴
く
体
制
と
そ
れ
に
ど
う
応
え
る
か

内
容
を
確
認
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

必
要
性
等
を
判
断
し
適
切
に
対
応

　
　
①
市
は
風
力
発
電
事
業
に
つ

い
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
や
設
備
の

設
置
と
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
定
め
て
お
り
、策
定
後
に

不
遵
守
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は
規
制
強

化
を
目
的
と
し
た
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
後

も
事
業
者
に
対
し
環
境
保
全
エ
リ

ア
な
ど
の
配
慮
を
求
め
る
こ
と
で
、

市
と
し
て
の
姿
勢
を
し
っ
か
り
示

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

②
市
は
職
員
地
域
協
働
指
針
の

周
知
に
努
め
て
い
ま
す
が
、市
職

員
の
市
内
居
住
が
増
え
る
こ
と
だ

け
で
問
題
が
解
消
す
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
お
り
、活
動
参
加

の
広
が
り
に
は
協
働
へ
の
自
発
性

な
ど
を
お
互
い
に
理
解
す
る
職
場

環
境
づ
く
り
も
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
副
市
長
）

③
自
治
基
本
条
例
懇
話
会
か
ら

の
報
告
書
に
は
条
例
見
直
し
の
要

否
、解
説
の
改
善
方
策
、ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
で
い
た
だ
い
た
意
見
と
そ

れ
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
が
示
さ

れ
て
お
り
、市
は
こ
れ
ら
の
意
見
を

受
け
止
め
、ど
う
し
た
ら
よ
い
ま

ち
に
し
て
い
け
る
か
を
考
え
、市
民

を
主
役
と
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
市
長
）

答 ①
厚
田
区
自
治
懇
話
会
で
小
型
・

大
型
と
洋
上
風
力
発
電
建
設
に
対

す
る
不
安
の
声
が
届
き
、署
名
や
陳

情
も
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。市
は
そ

の
場
し
の
ぎ
の
回
答
に
終
始
せ
ず

他
自
治
体
の
よ
う
に
再
エ
ネ
規
制

の
条
例
化
や
市
民
検
討
会
を
開
く

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。 

②
議
会
報
告
会
で
町
内
会
役
員
か

ら
市
職
員
の
地
域
参
加
が
少
な
い

の
は
市
外
居
住
者
が
多
い
か
ら
で

は
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
が
、市
は

ど
の
よ
う
に
問
題
を
捉
え
参
加
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
か
。 

③
自
治
基
本
条
例
の
見
直
し
の
た

め
の
懇
話
会
か
ら
の
答
申
は
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
実
施
の
意
見
も
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
ど
う
受
け

止
め
今
後
ど
う
取
り
組
む
か
伺
い

ま
す
。

一般質問
12月7日

無所属
（市民派議員の会）

神代 知花子
くま  しろ　  ち    か　 　こ

録画映像配信 ▶



　12月6日・7日、花川中学校3年生160人が社会科授
業の一環で石狩市議会定例会を傍聴しました。石狩市議
会では中学校の授業で傍聴が行われたのは初めてのこ
とです。

　12月6日・7日、花川中学校3年生160人が社会科授
業の一環で石狩市議会定例会を傍聴しました。石狩市議
会では中学校の授業で傍聴が行われたのは初めてのこ
とです。

　市議会を身近に感じ、地方分権や地域社会に関心を深
めることを目的に実施されました。生徒はクラス単位で25
分間ずつ傍聴し、資料を手にしながら一般質問の議員と市
長らのやりとりを真剣に聞き、メモを取るなどしていました。

　市議会を身近に感じ、地方分権や地域社会に関心を深
めることを目的に実施されました。生徒はクラス単位で25
分間ずつ傍聴し、資料を手にしながら一般質問の議員と市
長らのやりとりを真剣に聞き、メモを取るなどしていました。

花川中学校3年生が議会傍聴に来ました

議 会 を 傍 聴 し て
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　市議会では市民がより良い暮らしがで
きるように話していた。外国人が正しくご
みを分別できるように、新たに2カ国語で
パンフレットも作成していた。議員が話し
合うことで、幅広い年代の人や外国人が
安全でより良い暮らしを送れているのか
と思った。初めて市議会に参加して何が問
題でどうすればいいのかなど、たくさん考
えられた時間だった。中谷夢空さん

　市議会は動画などでしか見たことがな
く、すごい体験ができてうれしかった。公
明党の遠藤典子さんの発言がすごく分か
りやすく声が聴きやすかった。また、話し合
いを進めるときにワクチンの接種者数な
どの情報を基に話し合いを進めていて、い
いなと思った。動画などで市議会がやって
いたら、しっかり見ようと思う。

村松珀さん

　初めて市議会を傍聴して、実際の雰囲
気と動画などでの議会とはまた違うなと
思った。基本的には、市民のことを考えて
いる内容が多くてうれしかった。市民や石
狩をより良くしようというやる気が伝わっ
てきた。これからも、市のことを考えた環
境を良くする条例やそれを実現するため
に必要な予算を用意していってほしい。

加々谷永遠さん

　市議会では難しいことについて話すのか
と思っていたが、学校のトイレについての
質問があり身近な問題について話してい
て、すごく集中して聞けたし興味が湧いた。
他にも、ワクチンについてなど私たちに必
要なことがしっかりと話されていて、こうし
て市によって決められているということが
分かった。また、機会があったら見たい。

横山颯奏さん

　今日初めて市議会を傍聴したが、石狩
市を暮らしやすくしていきたいという思い
が答弁になっていると思った。その中で私
が興味を持ったのは、帯状疱疹ワクチンに
ついて。CMでやっているのを見かけるだ
けなのに、答弁では内容が詳しくて、どうし
たいかという議員の気持ちがとても伝
わった。

休場陽菜さん
なか や　み　く

むらまつはく か　が　や　と　わ

よこやまはや か

やすみば　ひ　な
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委員会活動だより 各委員会が10月～12月に審査した
議案などをお知らせします。

　オンデマンド交通は、タクシーと路線バスの中間に位置す
る新たな交通システムです。実証運行を10月3日から開始し、
通勤オンデマンドは企業10社に参加をいただき12月8日まで
の利用者は延べ254人です。11月1日から1カ月無料で運行し
ましたが、有料になってからも継続してご利用いただいていま
す。また、冬季は冬道の運転が不安な方の需要が増えると予
想され、さらなる利用促進のために現在企業6社と利用申し
込みに向けた協議を進めています。
　市内オンデマンドの12月8日までの利用者は延べ142人で
す。平日のうち火・水・木曜日の利用が多く、特に火曜日午前
中が多い傾向にあります。
　引き続き将来にわたり持続可能で利便性の高い交通サー
ビスの確保に向け、有効な実証運行となるよう交通事業者な
どと連携して取り進めていきます。

総務常任委員会
　防災、総合計画、農林漁業、新港企業、観光、予算、市税
などを審議します。

11月9日
第5期総合計画の期間延長、オンデマンド交通の実証
運行
12月9日
予定価格が130万円を超える工事の発注状況（令和4年
9月1日～11月30日）

左から 委員 加納 洋明　佐藤 俊浩　神代 知花子　片平 一義　上村 賢

副委員長 蜂谷 三雄 委員長 伊藤 一治

議案の
PickUp

その他の主な調査項目

オンデマンド交通の実証運行
（12月9日）

▲オンデマンド交通「いつモ」出発式、専用のスマホアプリ

議会運営委員会
第4回定例会までに届けられた意見書は次のような結果になりました。

意 見 書 名 審 議 結 果

※意見書は議会運営委員会で審議し本会議で議決します
※審議未了とは、議会の会議に付託された議案等の案件が当該会期中に決着せず、継続審査の決定もされずに会期を終えるに
　至った場合のことです

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書（案）

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書（案）

介護保険制度見直しに関する意見書（案）

物価高騰からくらしと経済を立て直す施策を求める意見書（案）

インボイス制度導入の延期（中止）を求める意見書（案）

本 会 議 提 案

本 会 議 提 案

本 会 議 提 案

審 議 未 了

保 留

議会改革推進特別委員会
主な調査項目
10月21日、11月25日 ●閉会中の常任委員会の所管事務調査
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　市内の新型コロナウイルス感染症発生状況は表1のとお
り、新型コロナワクチンの接種状況は表2のとおりです。12歳
以上を対象とする今後の集団接種の日程は、りんくるで11月
9回、12月11回、厚田総合センターで11月、12月それぞれ1回
の実施を予定しています。

厚生常任委員会
　環境、ごみ・リサイクル、町内会、子育て、高齢者・障がい
者福祉などを審議します。

副委員長 加藤 泰博 委員長 大野 幹恭

左から 委員 松本 喜久枝　天野 真樹　遠藤 典子　日下部 勝義

議案の
PickUp

新型コロナウイルス感染症
（11月10日）

令和4年度全国学力・学習状況調査
～石狩市における結果の概要～（11月11日）

建設文教常任委員会
　道路維持、公園、公営住宅、除雪、上下水道、学校関係、
図書館などを審議します。

副委員長 三崎 伸子 委員長 髙田 静夫

左から 委員 金谷 聡　阿部 裕美子　米林 渙昭　山田 敏人

11月11日
令和4年度除排雪事業、個別排水処理施設整備事業の公
営企業会計適用など
12月13日
令和3年度いじめ・不登校の状況

その他の主な調査項目

　本調査は国語、算数・数学、理科の3教科の学力調査と児
童・生徒質問紙及び学校質問紙による全国一斉の学習状況
調査です。理科については平成24年度からおおむね3年に
一度実施されています。
　小学校の各教科正答率は、国語は全国・全道平均とほぼ
同様（下位）、算数は全国平均より低く全道平均よりやや低
い、理科は全国・全道平均よりやや低い結果となりました。ま
た、中学校の各教科の正答率は、国語と数学は全国・全道平
均より相当低い、理科は全国・全道平均より低い結果となり
ました。
　学習状況調査については、朝食摂取や読書時間は全国・
全道平均より低く、平日のスクリーンタイム（テレビゲームや
動画等の視聴時間）が4時間以上である割合が全国平均を
大きく上回っています。
　以上のことから、明らかになった実態や課題を受け止め、
各校と連携しながら改善に取り組みます。

議案の
PickUp

期間 人数

10月11日～17日

10月18日～24日

10月25日～31日

20人

33人

48人

表1．市内の発生状況
【直近4週間の感染者数】

※接種率は令和4年4月1日現在の人口に対する割合
※3･4･5回目の接種者数は、オミクロン株対応ワクチンの接種者数を含む
※接種者数はワクチン接種記録システム（VRS）による

年齢区分
人口
（人）

1回目 2回目 3回目 4回目

5～11歳

12～64歳

65歳以上

3,386

32,999

19,730

759

27,166

18,582

22.4

82.3

94.2

665

26,907

18,539

19.6

81.5

94.0

161

19,780

17,912

4.8

59.9

90.8

6,932

15,489

21.0

78.5

6

399

0.0

2.0

5回目

接種者数
（人）

接種者数
（人）

接種者数
（人）

接種者数
（人）

接種率
（％）

接種率
（％）

接種率
（％）

接種率
（％）

接種率
（％）

接種者数
（人）

表2．ワクチンの接種状況（11月1日現在）
【全体】

11月  1日～  7日 60人



16

議会の情報は「えりす  いしかりネット
テレビ」でもご覧いただけます！ 

☆市議会だよりをご覧いただきありがとうございます。皆さまのご意見、ご感想をぜひお聞かせください。
石狩市議会の会議録をご覧ください

俊

委
員
長
　
大
野
　
幹
恭

副
委
員
長
　
山
田
　
敏
人

委
　
　
員
　
遠
藤
　
典
子

委
　
　
員
　
松
本
喜
久
枝

委
　
　
員
　
金
谷
　
　
聡

委
　
　
員
　
佐
藤
　
俊
浩

議会広報特別委員会 　
昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ

タ
ー
ル
大
会
は
３６
年
ぶ
り
に
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
代
表
が
優
勝
し
ま
し
た
。日
本
代
表
も

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
で
惜
し
く
も

敗
れ
ま
し
た
が
、世
界
2
0
0
カ
国
以
上

の
ベ
ス
ト
１６
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
森
保
監
督
は「
世

界
8
強
以
上
」と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
し
た
が
、そ
の
向
こ
う
に
あ
る
も
の
は

「
み
ん
な
で
喜
び
合
い
、喜
び
を
分
か
ち
合

い
た
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。も
ち
ろ
ん
、み

ん
な
と
は
日
本
国
民
の
こ
と
で
す
が
、こ
の

「
喜
び
」と
は
何
で
し
ょ
う
か
?

　
こ
れ
が『
目
的
』で
す
。『
目
的
』と
は
最

終
的
に
到
達
し
た
い
事
項
で
、目
で
見
え

る
的
が『
目
的
』で
す
。『
目
標
』と
は
目
的

を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
段
で
、

『
目
的
』に
近
づ
い
て
い
る
か
の
標
が『
目

標
』で
す
。監
督
の
目
標「
世
界
8
強
以

上
」は
達
成
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、目
的

の「
喜
び
」は
十
分
達
成
出
来
た
か
と
思

い
ま
す
。人
生
で『
目
的
』を
立
て
、そ
の
た

め
に『
目
標
』を
持
って
過
ご
す
の
は
大
事

な
こ
と
で
す
。私
も
しっ
か
り
と『
目
的・目

標
』を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2次元バーコードから石狩市議会定例会と臨時会の会議録が閲覧できます。
または市役所ホームページから右側の石狩市議会をクリックし、
会議録検索をクリック！

　議会報告会は、議員自らが地域に赴いて議会活動の状況
や市政の諸課題への取り組みを説明し、地域の皆さまと直
接意見交換ができる場として平成22年から開催しています
（令和2・3年度は新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し
て中止）。今年度は10月28日(金)･29日(土)の2日間、計4
会場で実施し、延べ42人の方々にご参加いただきました。

　今回は「スマホを活用した市民窓口サービス」「プラス
チックリサイクル」「子どもの居場所づくり」など、各常任委
員会で行政視察をした内容を報告しました。
　また、意見交換では、市政に関することから地域固有の問
題まで幅広いご意見やご要望をいただき、各会場で市民の
皆さまの貴重な声を聴くことができました。

第15回議会報告会を開催しました

実施会場

10月28日(金)　
厚田保健センター
浜益コミセン「きらり」
10月29日(土)
花川南コミセン
市民図書館

◎議会報告会の実施内容は石狩市議会ホームページでご覧いただけます。

▲厚田保健センター ▲浜益コミセン「きらり」

▲花川南コミセン ▲市民図書館

定例会開催予定
次回の第1回石狩市議会定例会は
2月20日（月）から開催を予定して
います。

「石狩バスケットボール協会」表紙の団体

　平成13年5月設立。現在は男子14チーム、女子3チーム約250名が登録し、市民
体育大会や協会主催の大会で白熱した試合を繰り広げています。協会では施設の
環境整備や中体連への審判派遣などバスケットボールの振興に努めています。
問合せ　事務局長 伊藤さん ☎090-2875-9265

し
る
べ




